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▲薩田ケ谷横穴群の全景 (第２～６号墳 )▲第１号墳の正面

市指定史跡

薩田ケ谷横穴群

　薩
さっ

田
た

ケ谷横穴群は、宮内の薩田ケ谷の奥にあり、
標高50㍍程の丘陵の南斜面に立地しています。
　この横穴群は昭和38年に発見され、昭和39年に
第１～４号墳、昭和40年に第５・６号墳の発掘調
査が行われました。 
　その後、筬川流域では最大の横穴群であることが
判明し、学史的に有名な遺跡であることから昭和
53年に旧浜岡町初の指定史跡に指定されました。 
　薩田ケ谷横穴群は、古墳時代後期（６世紀中頃）に
第１号墳が単独で構築され、やや遅れて第５号墳
が構築されたと考えられています。その後７世紀に
入ると、形態が似ている第２～４号墳が構築され、
最後に小型の第６号墳が作られて横穴の造営が終
わったようです。しかし、奈良時代前半（８世紀前
半）の須

す
恵
え

器
き

が出土していることから、この時期ま
で追葬が行われていたものと推測されます。
　御前崎市の横穴を代表する薩田ケ谷横穴群は、約
１世紀にわたり３～４世代を重ねた、古代家族の動
向を反映する貴重な文化財です。
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４
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。

筬川流域最大の横穴群
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